

















































































































































































































































































































1) 以下、マルティン・ハイデガー『存在と時間』（Martin Heidegger, Sein und
Zeit, Tübingen, Niemeyer,1927）からの引用は SuZと略記。文章中の引用は
（SuZ/頁数）と表す。
2) 以下、エマニュエル・レヴィナス『全体性と無限』（Emmanuel Lévinas,
Totalité et infini, Livre de Poche,［初出 1961］）からの引用は TIと略記。文章
中の引用は（TI/頁数）と表す。
3) SuZ, p68
4) SuZ, p87
5) TI, p138
6) TI, p112ff
7) TI, p140
8)「ハンマーを揮うことは、みずからハンマー特有の「手ごろさ
（Handlichkeit）」を発見する。」（SuZ/69）
9)「ハイデガーが享受という関係を考慮しなかったことを確認するのは興
味深い。」（TI/142）
10)「一個の存在はその存在自体を世界から分離させた、それにもかかわら
ず、世界から分離されているにもかかわらず、世界に養われている！」
（TI/120）
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